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1日 決
算

発行所

愛媛県喜多郡

長浜町役場

印刷所岸本印刷所

12月の人口動態
男 7.72 1 
女 8.45 3 
計ー 1 6.1 7 4 

世帯数 3.9 8 1 
(末日現在〉

出生 14 死亡 8 
婚姻 7 離婚 。

な
ど
認
定

ま

昭
和
四
十
年
お
さ
め
の
町
議
会

li'd. 

昭
和
四
十
年
お
さ
め
の
町
議
会
は

十
二
月
二
十
一
日
、
役
場
会
議
室
に
招

集
さ
れ
、
午
前
九
時
四
十
五
分
開
会

漁
港
管
理
条
例
改
正
の
議
案
他
十
件
の

議
案
が
上
程
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
の

通
り
可
決
、
午
後
は
一
般
質
問
が
行
な

わ
れ
、
理
事
者
の
答
弁
が
あ
っ
て
、
午

後
四
時
半
に
閉
会
し
ま
し
た
。

な
お
、
可
決
議
案
の
主
な
内
容
は

つ
ぎ
の
通
り
で
す
。

。
漁
港
管
理
条
例
の
改
正

(
当
町
に
は
喜
多
灘
、
肱
川
口
、
青
島

須
沢
、
櫛
生
、
出
海
の
六
か
所
に
漁
港

が
あ
る
の
で
、
こ
の
漁
港
の
維
持
管
理

が
名
記
さ
れ
た
。

つ
ぎ
に
、
町
で
管
理
す
る
漁
港
の
種

類
が
き
ま
っ
た
。

芳
三
点
と
し
て
は
、
漁
港
を
利
用
す

る
場
合
の
調
整
を
図
る
た
め
、
条
文
が

明
確
化
さ
れ
た
。

叶
才
四
点
は
、
漁
港
の
利
用
料
を
徴
収

す
る
こ
と
に
な
っ
た
)

。
工
事
請
負
契
約

(
出
海
公
民
館
新
築
工
事
を
愛
媛
鉄
建

と
契
約
す
る
こ
と
に
決
定
)

〈V
昭
利
三
十
九
年
度
長
浜
町
一
般
会

計
お
よ
び
、
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

の
拐
向
山
疋

?主幸良犀霊童(毎月 l回発行)昭和41年1月20日

(
昭
和
三
十
九
年
度
の
地
方
財
政
は

国
の
財
政
の
伸
び
に
か
か
わ
ら
ず
、
政

府
の
公
共
事
業
の
増
額
に
よ
る
地
元
負

担
に
追
わ
れ
て
、
多
数
の
団
体
が
赤
字

決
算
を
す
る
と
い
う
、
苦
し
い
年
で
あ

っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
町
に
あ
っ

て
は
、
議
会
議
員
各
位
並
び
に
町
民

一
般
の
適
切
な
る
ご
指
導
と
ど
協
力
に

よ
っ
て
、
健
全
財
政
を
堅
持
し
つ
つ

多
年
の
念
顕
で
あ
っ
た
上
水
道
改
良
工

事
の
完
成
な
ら
び
に
体
育
館
の
建
設
を

始
め
と
し
て
、
農
林
水
産
商
工
施
設
や

公
共
土
木
事
業
等
各
種
の
事
業
を
施
行

し
て
、
生
活
文
化
の
向
上
、
産
業
の
振

興
、
教
育
施
設
の
充
実
等
大
ぎ
く
町
事
つ

く
り
を
推
進
す
る
こ
と
が
で
ぎ
た
。

な
お
決
算
の
状
況
は
別
表
の
通
り
)

〈
〉
長
浜
町
統
合
中
学
校
建
設
特
別

委
員
会
委
員
の
決
定

(
O
H長

O
H
副
)

O
二
宮
金
之
助

O
菊
地
三
佐
子

紙
本
徳
之
助
渡
辺
仁
之
助

坂

田

信

也

徳

山

長

永

二

宮

正

直

大

野

高

吉

村

本

武

則

そ 費五業 向一個咽 -~曹- -曹 て初理呂
須 豊 自 の 街 、十で 骨τ長主庁有事ヰF時軍駐盟主色 い計解署-
沢茂滝主生六 万 あ 糊J J:富~V.J 背』脱x.中Eγ臨調 る 薗 と位
簡へ診な費百 円 る - -噌~ .咽~-可周附伊噌 こし、な町

易さf療もは八そが とたご ら の
上地所の、十れこ 十そん計本る しあを諸協び行
水診 は千七十乙れ以出柴豊下大櫛七民のど商年予二あげ、事力に政
道療 、六万 、 ら 上 海 地 茂 須 谷 生 万 生 大 予 し 度 主 卒 、 げ 、 心 業 と、全

所 百円大のは下区町戒口隣円費要算た事が今たあかはを町般
三で和事、水道道下簡保そはは化も業可回いつら、い 民に
十あ 保業地道路改水易館の、、がのと j犬、。く感着たの つ
九る育に方 改 良 道 上 内 千 終はしさ上 お謝々だ方い
万。所、改良 水訳六る、てれ程礼を進き々て
円建九善 道は百がほるさを申行
で 築百事 三、ととれ申しし当と議

民生委員辞令伝達式

長浜町消防団員町内巡回

須沢農道、大久保農道、

柴、豆柳かんがい用水路

現地測量

衛生協力委員会

張木農道、大越農道災害

復旧工事現場説明

社会福祉協議会役員会

張木農道、大越農道災害

復旧工事入札

海難防止協議会

長浜保内線、八幡浜長浜

線改修計回現地踏査

青少年補導連絡会

中学校統合推進協議会

大谷口簡易上水道

大平線改修、伊之尾林道

工事入札

中学校統合計画説明会

(出海)

区長会役員会

町議会産業経済委員会

中学校統合計画説明会

(戒}Ij)

農業構造改善事業実施地

区推進協議会長会

議会運営委員会

長浜町議会矛4固定例会

農業委員会

民生委員協議会

砂防予定の現地視察

(柴)

中学校統合計画説明会

誌

12月の

日政町

(ー)

3日

7日

13日

17日

18日

4日

15日

色、

20日

21日

22日

歳入歳出差51額

8.97451訓斗

ム3.lm817 
ム2ち86.1ion
ム1.116:1り日5

11 
ム 482.018

20.683 
1.73IJ158 

8.315.504 

昭和 39年度会計別決算表

区 分 予算数 歳入決算額 歳出決算額
般 三よE比之 計 867.944千円 366.696.094円 357.721.581円

国保特別会計 45.323 4 1. ~m.328 44.271.145 
直診 11 3.756 GS4.m ~.57 1l .935 
上水道 ノノ 68.428 65.839.1!23 66 lJ[J2.988 
港湾施設 3.7HH 3.675 6日7 3 675.6H7 
青島針路が 5.025 4.47:1.930 4189295・.9748 
公益質庫川 i‘131 :i5U 418 85 
農業整備機械 2.4011 2.405，on日 674目842

メ仁ミコ 計 497.805 485.358.425 482.042.921 

朝
日
簡
易
上
水
道
ー

で
+
の
る
。

豊
林
水
産
費
は
、
四
千
二
百
九
十
万

円
で
、
内
訳
は
、

農
業
構
造
改
善
事
業
費
、
千
七
百
万

円
、
林
道
関
係
千
百
万
円
、
漁
港
修
築

千
二
百
万
円
、
漁
礁
設
置
百
六
十
万
円

し
い
た
け
栽
培
関
係
五
十
万
円
、
街
路

灯
八
十
万
円
で
あ
る
。

教
育
費
は
、
出
海
公
民
館
建
築
千
六

百
万
円
、
黒
田
集
A
T
勺
所
建
築
二
百
十
五

万
円
な
ど
で
あ
る
。

消
防
費
は
、
二
百
九
十
八
万
一
千
円

で
、
消
防
ポ
シ
プ
自
動
車
の
購
入
が
主

で
あ
る
。

以
上
が
、
昭
和
四
十
年
度
に
計
画
し

現
在
完
了
を
み
た
も
の
お
よ
び
現
在
進

ち
よ
く
し
て
い
る
事
業
の
概
要
で
あ
る

(櫛生)

農業後継者協議会結成準

備会

地すべり地区調査

(仁久)

中学統合計画説明会

(柴〕

歳末たすけあい運動募金

配分会

25日

26日

黒
字
八
百
九
十
万
円

門
一
般
会
許
〕

歳
入
額
、
二
一
億
六
千
六
百
六
十
九
万

六
千
九
十
四
円
。

歳
出
額
、
三
億
五
千
七
百
七
十
二
万

千
五
百
八
十
一
円
。

差
引
八
百
九
十
七
万
四
千
五
百
十
三

円
の
黒
字
。

こ
の
黒
字
を
別
立
年
度
に
繰
越
す
と
と

に
な
り
ま
し
た
。

前
年
度
と
比
較
し
ま
す
と
、
歳
入
は

約
十
七
%
の
増
、
歳
出
は
、
約
十
六
%

の
増
で
す
。

予
算
額
に
比
較
し
ま
す
と
、
歳
入
割

合
は
、
九
十
九
@
七
%
、
歳
出
割
合
は

九
十
七
。
二
%
で
す
。

そ
の
内
容
の
う
ち
、
増
減
の
差
の
大

き
い
も
の
は
、
歳
入
で
は
、
町
税
が
百

三
十
五
万
円
増
し

国
庫
支
出
金
の
六
十
六
万
円
の
減
は

災
害
復
旧
事

J

業
の
う
ち
、
一
部
仕
越
工

事
と
な
っ
た
も
の
と
、
補
助
金
の
繰
越

に
よ
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
寄
付
金
三
百
二
十
一
万
円
の

減
収
は
、
町
体
育
館
の
建
設
事
業
に
対

す
る
寄
付
金
が
、
予
定
よ
り
少
か
っ
た

た
め
で
す
。

歳
出
に
つ
い
て
は
、
事
業
費
関
係
は

予
定
の
執
行
を
し
、
物
件
費
そ
の
他
に

つ
い
て
は
、
極
力
節
約
に
努
め
、
各
款

に
、
不
用
額
を
出
す
よ
う
に
な
り
ま
し

た。
特
に
、
一
民
生
費
中
の
、
国
保
特
別
会

計
へ
、
繰
出
を
予
定
し
て
い
た
四
十
万

円
お
よ
び
、
農
林
水
産
費
中
の
、
農
業

基
盤
整
備
機
械
特
別
会
計
へ
繰
出
そ
う

と
し
て
い
た
三
十
六
万
円
は
、
繰
出
の

必
要
が
な
く
な
っ
た
の
で
、
不
要
額
と

な
り
ま
し
た
。

苦
し
い
国
保
会
計

門
国
保
特
別
会
計
凶

歳
入
歳
出
を
差
引
く
と
、
士
一
百
三
万

七
千
八
百
十
七
円
の
赤
字
で
、
翌
年
度

の
歳
入
を
繰
り
上
げ
て
決
算
を
し
ま
し

た。
前
年
度
と
比
較
し
ま
す
と
、
歳
入
で

二
十
Mm
、
歳
出
で
三
十
五
%
の
増
加
で

す。
歳
出
が
多
辛
口
く
伸
び
た
原
因
は
、
世

帯
主
の
七
割
給
付
、
医
療
給
付
内
容
の

改
善
、
制
度
の
改
正
、
そ
れ
に
受
診
率

の
極
度
な
上
昇
と
が
主
な
原
因
で
す
。

こ
れ
が
国
保
財
政
の
赤
信
号
と
た
り

ま
し
た
。

国
に
お
い
て
も
、
赤
字
対
策
と
し
て

昭
和
四
十
年
度
に
、
特
別
交
付
金
と
し

て
昭
和
三
十
九
年
度
の
赤
字
の
う
ち

制
度
改
正
に
よ
る
赤
字
の
補
て
ん
措
置

を
し
て
い
ま
す
。

円
直
診
特
別
会
計
〕

と
の
会
計
は
、
青
島
診
療
所
と
、
白

滝
診
療
所
の
会
計
で
す
。

青
島
診
療
所
は
、
経
費
七
十
六
万
四

千
円
に
対
し
て
、
診
後
収
入
が
二
十
三

万
五
千
円
、
国
と
県
の
補
助
金
が
三
十

五
万
六
千
円
、
合
計
五
十
九
万
一
千
円

で
、
差
引
現
年
度
の
赤
字
は
、
十
七
万

三
千
円
と
な
り
ま
す
。

白
滝
診
療
所
の
経
費
は
、
四
十
一
万

四
千
円
で
、
こ
れ
に
、
前
年
度
の
繰
り

越
し
赤
字
を
加
え
る
と
、
二
百
八
十
八

万
六
千
円
の
赤
字
で
す
。

医
療
機
関
の
公
営
は
、
ほ
と
ん
ど
赤

字
経
営
の
状
態
で
あ
る
た
め
、
地
方
財

政
を
圧
迫
す
る
大
き
な
要
素
と
な
っ
て

い
ま
す
。

国
に
お
い
て
も
、
再
検
討
し
何
ら
か

の
対
策
を
講
じ
る
よ

5
に
な
る
柊
様
で

す
か
ら
、
こ
れ
に
期
待
し
て
、
今
後
慎

重
に
こ
れ
ら
の
会
計
を
処
理
し
て
ゆ
く

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

門
上
水
道
特
別
会
計
凶

上
水
道
の
工
事
は
、
昭
和
三
十
七
年

昭
和
三
十
八
年
、
昭
和
三
十
九
年
の
三

か
年
に
わ
た
っ
て
、
総
工
費
一
億
四
百

八
十
二
万
円
で
、
完
成
を
み
、
水
に
心

配
の
な
い
町
守
つ
く
り
が
で
ぎ
た
こ
と
は

み
な
さ
ん
と
共
に
、
よ
ろ
こ
び
た
い
と

こ
ろ
で
す
。

償

還

と

現

年

度

の

赤

字

は

繰

入

れ

で

し
か
し
、
よ
い
施
設
が
で
き
て
、
生

活
内
容
が
向
上
し
て
く
る
と
、
必
然
的

に
支
出
の
面
も
多
く
な
り
、
昭
和
三
十

九
年
度
の
事
業
運
営
費
は
、
七
百
三
十

六
万
円
、
こ
れ
に
対
し
使
用
料
徴
収
は

五
百
二
十
五
万
円
、
差
引
管
理
上
に
お

い
て
も
、
二
百
十
一
万
円
の
不
足
金
が

出
ま
し
た
。

上
水
道
会
計
に
は
、
借
入
金
の
返
済

が
あ
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
金
額
が
、
五

百
四
十
五
万
円
。
さ
ら
に
、
前
年
度
ま

で
の
繰
越
赤
字
が
、
百
十
五
万
円
あ
る

の
で
合
計
す
る
と
八
百
七
十
一
万
円
の

赤
字
で
す
。

こ
の
赤
字
は
、
こ
の
特
別
会
計
で
の

処
理
は
、
困
難
と
忠
わ
れ
た
の
で
、
大

体
現
年
度
の
赤
字
に
相
当
す
る
額
を

一
般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
て
、
赤
字
を

赤
字
解
消
の
見
込
み
つ
く

百
六
万
三
千
九
百
六
十
五
円
に
と
ど
め

て
決
算
を
し
ま
し
た
。

門
港
湾
施
設
特
別
会
計
〕

と
の
会
計
は
、
港
湾
の
上
屋
と
、
起

重
機
の
運
営
に
関
す
る
会
計
で
す
。

収
入
は
、
百
七
十
八
万
円
、
支
出
は

約
六
ず
八
万
円
、
差
引
百
十
万
円
の
黒

字
で
、
借
入
金
の
返
済
金
が
一
年
間
に

二
百
九
十
九
万
六
千
円
い
る
の
で
、
一

般
会
計
か
ら
百
八
十
九
万
円
の
繰
入
れ

を
し
て
、
決
算
を
し
ま
し
た

門
青
島
航
路
特
別
会
計
〕

と
の
会
計
は
、
青
島
丸
運
営
の
会
計

で
、
収
入
は
百
四
十
九
万
で
す
。

支
出
は
、
運
航
経
費
、
船
舶
建
造
費

の
返
済
金
等
が
、
三
百
七
十
一
万
九
千

円
。
差
引
二
百
二
十
二
万
九
千
円
の
赤

字
で
す
o

と
の
赤
字
に
対
し
て
、
国
庫
補
助
百

二
十
七
万
九
千
円
を
受
け
、
ま
た
、
県

に
強
力
に
お
願
い
し
て
県
か
ら
も
、
八

十
五
万
円
の
補
助
を
受
け
た
の
で
、
県

と
同
額
、
町
か
ら
も
一
般
会
計
か
ら
繰

り
入
れ
ま
し
た
。

差
引
四
十
二
万
二
千
十
八
円
の
赤
字

で
す
。青

島
漁
協
か
ら
、
昭
和
三
十
七
年
度

に
三
百
十
万
円
の
赤
字
と
共
に
、
引
受

け
た
青
島
丸
の
運
営
も
、
国
@
県
の
特

別
な
助
成
に
よ
っ
て
、
昭
和
四
十
年
度

で
、
赤
字
解
消
の
見
込
み
が
つ
き
ま
し

た。
門
農
業
基
幣
整
備
機
械
特
別
会
計
〕

こ
の
会
計
は
、
ブ
ル
ト
1

グ
!
の
運

営
に
関
す
る
会
計
で
、
収
支
差
引
、

百
七
十
三
万
百
五
十
八
円
の
黒
字
と
な

り
ま
し
た
。

門
公
益
質
庫
特
別
会
計
凶

と
の
会
計
は
、
利
用
者
が
少
い
の
で

昭
和
三
十
九
年
度
で
閉
鎖
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
の
で
、
黒
字
二
万
六
百
三

十
三
円
は
、
一
般
会
計
へ
繰
り
入
れ
ら

れ
ま
し
た
。

採
用
試
験
日
決
ま
る

二
等
陸
@
海
@
空
士
の
採
用
試
験
日

が
決
ま
り
ま
し
た
。

二
月
十
八
日
(
金
)
と
、
二
月
二
十

一
日
(
月
)
大
測
保
健
所
で
行
な
わ
れ

ま
す
。く

わ
し
い
こ
と
は
、
住
民
課
に
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

× 

X 

× 

x 

× 
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先

進

校

の

小
川
儀
三
郎
氏

昭和41年1月20日

①
統
合
を
し
て
い
る
先
進
校
の
視
察

調
査
を
実
施
し
て
は
ど
う
か
。

②
定
時
制
高
校
を
存
続
す
る
よ
ラ
に

努
力
し
て
ほ
し
い
が
、
そ
の
配
慮
は
あ

る
か
。

①
小
中
学
校
教
員
異
動
に
つ
い
て
で

あ
る
が
、
教
師
が
情
熱
を
つ
く
す
な
か

に
お
い
て
、
は
じ
め
て
教
育
の
成
果
は

あ
が
る
と
思
ラ
。

い
く
ら
優
秀
な
先
生
で
も
、
い
や
い

や
な
が
ら
押
し
つ
け
ら
れ
て
、
教
え
る

と
い
う
場
合
が
で
た
と
き
は
、
本
当
の

教
育
は
行
な
わ
れ
な
い
と
思
う
が
、
こ

の
観
点
か
ら
、
優
秀
な
教
師
を
ど
う
し

て
受
け
入
れ
る
考
へ
か
。

④
統
合
中
学
は
、
一
一
校
に
す
る
の
か

そ
れ
と
も
、
二
校
と
す
る
こ
と
も
あ
り

まjおま

町

長
統
合
中
学
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
昭

和
三
十
八
年
か
ら
、
約
二
か
年
間
に
わ

?主辛艮

日えた2か年の研究

，毛

官:1

(毎月 1田発行)

理

力

一

た
っ
て
、
研
究
を
し
て
す
た
。

そ
の
中
に
あ
っ
て
、
専
門
的
な
立
場

か
ら
検
討
を
加
え
て
き
た
し
、
先
進
校

の
視
察
に
あ
っ
て
は
、
教
育
委
員
会
の

‘毎

、1品

質

問

視

察

を

せ

よ

⑤
統
合
中
学
問
題
に
つ
い
て
、
署
名

運
動
が
起
ぎ
て
い
る
。
櫛
生
地
区
に
あ

っ
て
は
「
二
十
三
日
ま
で
署
名
を
し
な

い
よ
う
に
」
と
い
う
働
き
か
け
が
、
町

職
員
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
た
事
実
が
あ

る
が
、
だ
れ
が
指
示
を
し
た
の
か
。

魚
礁
を
積
的
に

行
へ

門
田

博
氏

①
一
本
釣
漁
民
の
生
活
の
安
定
の
た

め
に
、
魚
礁
を
積
極
的
に
設
置
せ
よ
。

①
長
浜
町
独
自
の
、
長
浜
町
中
小
企

業
振
興
資
金
融
資
制
度
が
条
例
化
さ
れ

た
が
、
現
時
点
に
お
い
て
、
ど
の
程
度

の
利
用
者
が
あ
る
か
。

主
催
で
実
施
し
て
を
た
こ
と
は
、
よ
く

知
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
原
則
的
に
は
、
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
の
視
察
は
終
っ
た
。

し
か
し
、
議
員
各
位
に
あ
っ
て
は

ど
し
/
¥
研
究
を
お
願
い
し
た
い
。

現
時
点
に
あ
っ
て
は

む

"9' 

し

tJ) 

定
時
制
高
校
は
、
来
年
度
入
学
希
望

者
が
、
町
内
で
は
四

1
五
名
し
か
な
い

県
に
あ
っ
て
は
、
五
十
名
以
下
の
学

校
は
、
廃
止
す
る
方
針
で
あ
る
の
で

現
時
点
に
あ
っ
て
は
、
存
続
は
む
ず
か

し
い
。幸

に
し
て
、
大
測
に
は
、
定
時
制
高

校
が
存
続
さ
れ
る
の
で
、
子
供
に
は
苦

労
を
か
け
る
が
、
定
時
制
教
育
を
受
け

た
い
と
い
う
子
供
に
あ
っ
て
は
、
大
洲

高
校
へ
通
学
す
る
方
法
を
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

い
ま
一
つ
は
、
社
会
教
育
等
を
通
じ

て
、
十
分
に
、
こ
れ
ら
の
対
策
が
な
さ

れ
る
よ
う
な
こ
と
も
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

最
後
に
は
、
通
信
教
育
も
充
分
に
取

入
れ
、
こ
れ
ら
の
対
策
を
た
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

F

何
は
と
も
あ
れ
、
町
立
の
学
校
で
な

⑦
出
海
地
区
か
ら
、
統
合
中
学
反
対

署
名
が
議
会
事
務
局
に
き
て
い
る
が

議
長
は
、
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

⑦
新
上
水
道
に
漏
水
が
多
い
と
聞
く

ま
た
、
体
育
館
の
三
階
の
席
の
後
方
か

ら
、
ス
テ
ー
ジ
が
見
え
な
い
。

つ
ま
、
櫛
生
漁
港
の
防
波
堤
が
修
築

さ
れ
て
い
る
が
、
以
上
三
点
は
工
事
上

の
手
落
ち
で
は
な
い
か
。

①
商
工
業
振
興
の
た
め
に
、
産
業
課

に
、
商
工
係
を
配
置
せ
よ
。

①
労
働
団
体
を
育
成
し
て
行
〈
と
い

う
こ
と
は
大
切
で
あ
る
が
、
理
事
者
は

ど
の
よ
う
な
考
え
か
。坂

田

信
也
氏

反対者は

内容を知らない

①
同
対
審
議
会
の

内
容
に
つ
い
て

挙
町
一
致
早
急
に
と

り
く
ん
で
い
た
だ
き

た
い
。

②
統
合
中
学
に
つ

い
て
は
、
内
容
を
認

識
し
な
い
で
反
対
を

し
て
い
る
傾
向
が
多

い
。
こ
の
件
に
つ
い

て
の
対
策
は
ど
う
か

く
、
県
立
で
あ
る
の
で
、
以
上
の
各
方

法
を
取
り
入
れ
て
当
面
の
対
策
と
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考

〉
え
て
い
る
。そ

の
時
機
で
な
い

統
合
中
学
校
の
計
画
は
、
卒
直
に
い

っ
て
、
現
時
点
に
お
い
て
は
変
更
を
す

る
考
え
は
な
い
。

な
ぜ
か
と
い
う
と
、
現
在
は
、
で
き

あ
が
っ
て
い
る
計
画
を
、
計
画
に
そ
っ

て
、
住
民
の
方
々
に
知
っ
て
い
た
だ
く

作
業
を
し
て
い
る
段
階
だ
か
ら
で
あ
る

一
部
分
に
反
対
あ
る
い
は
、
問
題
が

発
生
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
現
時
点
に

お
い
て
、
計
画
を
変
更
し
て
ゆ
く
と
い

う
こ
と
は
お
か
し
い
。

各
地
区
で
、
説
明
会
を
終
え
て
、
町

民
が
こ
れ
を
い
か
に
受
け
と
め
、
ど
う

あ
る
こ
と
を
望
む
か
と
い
う
こ
と
が
判

断
で
、
ぎ
る
時
機
が
来
る
と
思
う
。

そ
の
時
に
、
町
理
事
者
と
し
て
、
町

議
会
と
し
て
、
ど
う
善
処
し
て
ゆ
く
か

を
検
討
す
れ
ば
よ
い
と
考
え
て
い
る
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

実

に

民

主

的

だ

現
今
、
反
対
陳
情
と
か
、
抗
議
と
か

い
う
よ
う
な
こ
と
が
、
一
部
分
の
地
区

見堤

通防

のし

{ま

久
保
千
代
広
氏

①
大
洲
地
区
の
肱
川
堤
防
工
事
進
行

に
伴
な
い
、
川
下
地
区
の
大
和
お
よ
び

白
滝
は
直
接
そ
の
影
響
を
受
け
る
恐
れ

が
増
大
し
た
、
早
急
に
堤
防
工
事
を
施

行
し
、
安
全
を
期
さ
れ
た
い
が
そ
の
時

期
は
い
つ
頃
に
な
る
見
込
か
。

高

速

道

路

は

ど

う

な

る

か

二
宮
金
之
助
氏

①
高
速
道
路
の
見
通
は
ど
う
か
、
ま

た
九
@
四
連
絡
瀬
戸
内
線
は
、
そ
の
後

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

× 

× 

× 

× 

× 

で
行
な
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が

現
在
、
統
合
中
学
を
進
め
て
い
る
作
業

は
、
実
に
民
主
的
に
進
め
ら
れ
て
い
る

と
思
う
。

な
ぜ
か
と
い
う
と
、
計
画
を
た
て
る

に
し
て
も
、
す
べ
て
議
会
、
教
育
委
員

会
、
区
長
会
、

P
T
A
、
お
よ
び
教
師

等
を
交
え
て
案
を
ね
っ
て
き
た
。

し
か
も
、
つ
く
り
上
げ
た
計
画
を
地

域
の
方
々
に
周
知
し
、
統
合
中
学
を
や

ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
か
、
あ
る
い

は
、
や
ら
な
く
て
も
よ
い
の
か
、
そ
う

い
可
点
を
わ
れ
/
¥
と
共
々
に
判
断
願

っ
て
、
町
民
の
方
が
、
賛
成
に
し
ろ

反
対
に
し
ろ
、
理
解
の
上
に
た
っ
て
推

進
し
て
ゆ
き
た
い
と
い
う
、
基
本
線
は

く
ず
し
て
は
い
な
い
。

現
在
は
、
各
地
区
に
あ
っ
て
も
、
二

銀
数
か
月
に
わ
た
っ
て
た
て
た
、
も
ろ

も
ろ
の
計
画
の
内
容
を
十
分
間
い
て
い

た
だ
い
て
、
そ
れ
か
ら
問
題
点
が
あ
れ

ば
、
町
、
あ
る
い
は
町
議
会
等
へ
ご
指

摘
を
い
た
だ
こ
う
し
、
ま
た
そ
の
問
題

点
が
、
わ
れ
/
(
¥
の
努
力
に
よ
っ
て
解

決
で
き
る
も
の
は
、
ど
し
ど
し
解
決
し

て
ゆ
く
方
針
で
あ
る
。

現
人
午
、
現
在
の
基
本
計
画
は
、
絶
対

的
な
も
の
と
は
い
え
な
い
。

そ
こ
で
、
前
進
し
よ
う
と
す
る
な
ら

ば
、
反
対
者
の
意
見
も
十
分
に
尊
重
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
中
に
あ
っ
て
、
お
た
が
い
に
話

合
を
し
、
現
在
の
基
本
線
よ
り
立
派
な

も
の
が
発
見
で
き
た
と
き
は
、
ど
ん
ど

ん
変
更
を
し
て
よ
い
も
の
を
つ
く
り
あ

げ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

延

期

は

し

な

い

統
合
中
学
は
、
延
期
は
し
な
い
。

し
か
し
、
止
む
を
得
な
い
場
合
は
こ
の

限
り
で
な
い
。

本
筋
へ
も
ど
す
の
は

さ
し
っ
か
え
な
い

町
職
員
が
署
名
運
動
う
ん
ぬ
ん
と
い

問
題
が
で
た
が
、
私
か
ら
は
指
示
は
し

て
い
な
い
が
、
地
区
の
方
々
か
、
本
質

を
誤
っ
て
い
る
場
合
は
、
本
筋
へ
も
ど

し
て
ゆ
く
処
置
を
と
る
こ
と
は
な
い
。

町
長
、
助
役
、
町
議
会
議
員
を
と
わ
ず

最
善
の
努
力
を
は
ら
っ
て
し
か
る
べ
き

で
、
そ
の
と
と
が
誤
り
だ
と
は
思
は
な

、。
】

ν
上
水
道
の
漏
水
は
、
ご
指
摘
の
よ

5

に
、
か
な
り
の
漏
水
は
あ
る
よ
う
で
あ

る
。
し
か
し
当
初
か
ら
漏
水
が
全
然
な

い
闘
計
で
あ
っ
た
か
と
い
う
と
、
そ
う

で
は
な
い
。

七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
も
の
延
長
に
な
る

と
、
地
盤
の
問
題
、
ト
ラ
ッ
ク
等
の
加

圧
の
問
題
も
あ
る
。
当
分
の
聞
は
自
然

的
、
人
為
的
各
種
の
条
件
が
加
わ
る
の

で
最
善
の
方
法
を
と
る
。

体
育
館
の
問
題
は
、
ご
指
摘
の
通
り

で
あ
る
。

中
間
に
お
い
て
、
用
地
問
題
が
解
決

し
な
い
た
め
に
、
約
三
メ
ー
ト
ル
短
縮

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
、
建
物
に

無
理
を
生
じ
た
。
時
機
を
得
て
支
障
の

な
い
よ
う
に
し
た
い
。

櫛
生
の
防
波
堤
は
、
力
学
上
の
問
題

に
な
る
。
自
然
の
力
が
い
か
に
大
き
い

か
と
い
う
こ
と
が
痛
感
せ
ら
れ
る
。

業
者
が
注
意
を
お
こ
た
っ
た
場
合
に

は
、
過
去
に
お
い
て
は
、
手
直
し
を
き

ざ
し
て
い
る
。

今
後
、
慎
重
に
す
す
め
て
ゆ
く
。

商
工
係
は
、
昭
和
三
十
九
年
度
か
ら

産
業
課
に
配
置
し
て
い
る
。

商
工
業
振
興
に
は
将
来
も
重
点
を
お

ノ又、。
労
働
問
題
は
、
片
寄
っ
た
考
え
に
な

り
が
ち
だ
が
、
日
々
労
働
に
従
事
さ
れ

る
方
々
が
安
心
を
し
て
、
な
ご
や
か
な

う
ち
に
、
活
動
が
で
き
る
こ
と
が
地
域

社
会
に
お
け
る
原
動
力
に
な
る
の
で
成

長
策
を
講
じ
て
い
る
。

新
年
度
は
、
一
本
釣
漁
業
に
つ
い
て

は
、
科
学
的
、
計
画
的
に
推
進
し
て
ゆ

き
、
漁
協
と
協
議
し
て
、
対
策
止
を
た
て

る
方
針
で
あ
る
。

同
和
対
策
の
件
は
、
社
会
教
育
の
中

で
充
分
な
方
策
を
講
じ
た
い
。
同
対
審

議
会
の
答
申
に
つ
い
て
は
、
議
員
各
位

と
も
よ
く
協
議
し
、
関
係
者
と
も
打
合

せ
を
し
、
最
善
の
努
力
を
払
い
た
い
。

堤
防
の
件
は
、
肱
川
総
合
治
水
計
画

の
中
に
計
画
さ
れ
て
い
る
の
で
、
関
係

各
方
面
へ
お
願
い
し
て
、
早
期
実
現
に

努
め
た
い
。大

会
後
は
大
き
く

変

り

つ

つ

あ

る

大
会
後
hu
海
岸
線
は
、
改
良
が
具
体

化
し
大
さ
く
変
り
つ
つ
あ
る
o

県
当
局
に
あ
っ
て
は
、
昭
和
四
十
一

年
度
に
は
、
本
格
的
に
改
良
に
着
手
す

る
よ
ろ
建
設
省
に
要
望
し
て
い
る
よ
う

だ
し
、
着
々
進
行
を
し
て
い
る
。

高
速
道
路
は
、
具
体
的
な
見
通
し
は

不
明
だ
が
、
長
浜
を
通
っ
て
、
九
州
へ

通
ず
る
よ
う
に
、
全
力
を
傾
注
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

収
入
役

長
浜
町
中
小
企
業
振
興
資
金
融
資
条

例
に
よ
る
申
込
者
は
、
十
、
十
一
、
十

二
の
三
か
月
間
で
、
二
十
一
件
、
金
額

に
し
て
、
六
百
六
十
万
円
。

融
資
を
決
定
し
た
も
の
が
、
十
九
件

金
額
で
五
百
六
十
万
円
で
あ
る
。

教
育
長

教
員
の
人
事
異
動
で
あ
る
が
、
基
本

的
に
は
、
当
町
教
育
の
画
期
的
推
進
を
・

図
り
、
適
材
適
所
適
正
配
置
に
努
め
る

方
針
で
あ
る
。

議
長
の
答
弁

小
川
議
員
の
質
問
に
お
答
え
し
た
い

質
問
の
あ
っ
た
件
に
つ
い
て
は
、
い
ろ

い
ろ
考
え
ら
れ
る
が
、
よ
く
検
討
し
て

必
要
が
あ
れ
ば
委
員
会
に
付
託
し
、
委

員
会
で
検
討
を
願
う
こ
と
を
順
序
と
し

て
い
る
。

× 

× 

X 

× 

× 

V
万
一
火
事
が
起
き
た
と
き
は

す
く
役
場
消
防
係
か
、

有
線
放
送
室
へ
連
絡
を

雨
戸
な
ど
、

あ
け
て
し
ま
う

マ
火
事
の
と
き
は
、

の
は
、

よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。

火
の
ま
わ
り
が
、
早
く
な
り
ま
す
。

V
二
階
で
い
た
と
き
、
階
段
を
お
り
る
の
は
、

島申関範
危
険
で
す
。

匝径圏密1lJ

綱
を
つ
か
っ
て
お
り
る
か
、

マ
ニ
階
で
は
、

フ
ト
ン
を
な
げ
て
、

そ
の
上
に
と
ひ
お
り
ま
し

ょ
う
。

走
る
と
か
え
っ
て

マ
体
に
火
が
つ
い
た
と
き
は
、

よ
く
燃
え
ま
す
。

こ
ろ
が
る
ほ
う
が
消
え
や
す

い
も
の
で
す
。

マ
と
に
か
く
、
火
事
を
お
こ
さ
な
い
よ
う
に
火
の

用
心
を
致
し
ま
し
ょ
う
。

l合

下
に
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共
済
制
度
生
れ
る

昭和41年1月20日

小
規
模
企
業
経
営
者
を
対
象

昭
和
四
十
年
度
か
ら
、
小
規
模
企
業

経
営
者
の
た
め
の
共
済
制
度
が
で
き
ま

し
た
。こ

の
制
度
は
、
国
が
始
め
た
も
の
で

経
営
者
の
た
め
の
た
だ
一
つ
の
共
済
制

度
で
す
。

老
後
引
退
し
た
と
き
、
役
員
を
退
い

た
と
き
、
事
業
を
や
め
た
と
き
の
た
め

に
こ
の
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

門
ー
加
入
で
き
る
範
回
一
日

常
時
使
用
す
る
従
業
員
の
数
が
二
十

人
(
商
業
サ
ー
ビ
ス
業
で
は
五
人
)
以

下
の
企
業
の
事
業
主
、
会
社
の
役
員
ま

た
は
、
企
業
組
合
の
役
員
(
も
ち
ろ
ん

'
、
.
自
分
ひ
と
り
で
事
業
を
営
ん
で
い
る
方

ζ

c

一
ゃ
、
家
族
だ
け
を
使
っ
て
い
る
方
も
合

一
ま
れ
ま
す
)

ま一

Z
S

む
一
掛
金
の
額
は
、
一
口
月
額
五
百
円
(

一
ひ
と
り
で
十
口
ま
で
、
自
白
に
加
入
で

が
一
き
ま
す
)

一
掛
金
は
、
毎
月
分
を
翌
月
の
末
日
ま

:
一
で
に
、
近
く
の
金
融
機
関
に
払
い
込
ん

武
一
で
く
だ
さ
い
。

辛a
掛金と共清金との関係

( 1口、 500円の場合)

(5主)10口加入の方l正、この10倍の金額が支払われます

屋重(毎月 1回発行)(三)

(年)

30 
~. 

門
申
し
込
み
方
法
〕

申
込
書
は
、
商
工
会
ま
た
は
、
近
く

の
金
融
機
関
の
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

門
共
済
金
の
支
払
凶

山
掛
金
を
三
百
六
十
か
月
三
一
十

年
」
納
め
た
と
き
(
満
期
)

山
掛
金
を
二
百
四
十
か
月
(
二
十

年
〉
以
上
納
め
た
方
が
満
六
十
五
才
以

上
に
な
っ
た
と
き
(
普
通
退
職
」

問
事
業
主
が
一
事
業
を
や
め
た
と
き

(
死
亡
の
場
合
を
含
む
)
会
社
の
解
敢

な
ど
で
役
員
を
や
め
た
と
き
(
廃
業
)

凶
会
社
の
役
員
が
、
解
散
以
外
の

理
由
で
や
め
た
と
き
(
普
通
退
職
)

(
た
だ
し
、
掛
金
の
払
込
み
月
数
が
十

一
か
月
以
下
の
場
合
は
支
払
わ
れ
ま
せ

ん
)門

支
払
わ
れ
る
共
済
金
の
額
〕

共
済
金
の
額
は
、
加
入
期
間
が
長
い

程
、
有
利
で
す
。

二
十
年
で
は
、
元
本
の
二
倍
、
一
二
十

年
で
は
、
三
倍
以
上
の
品
川
額
に
な
り
ま

す。
4 

389，100 

255，670 

25 

円

U

「。

払
込
年
数

時

金

， 
b 

-廃業
し

ありがとうございました
年月日| 寄付物件 |寄付者|目 的

140年式いす "'TXじ111型108Kw I 長浜可天字臼i竜 |長浜町消防施設吾肩-
40.10.1 01ホイ Jレベース3m，消防専用νャνー 1台| 一宮亀久雄|のため

40.11.5! 優勝旗 i 長浜町大野食主 |長浜町児童ソフトボ
| 大 野 ~t主宰 lーノレ大会用として

40，11. 51 金ぴょうぶ 1 長浜町銀座フォト |長浜町公民館結婚用
1 1 青 野 義 夫 | と し て

40.11判 ミνン(中古) 1台 ( 長 浜 町 子 草 生 尚|警生小学校備品とし 1

40.12. 61 ー金 19，400円 | 大和才一小中学校体育 |大和芳一中学校パック|
| |後援会長鋭田 章|ホット建設資金として|

元本「コ

ltJEl合tll訂:十rt|
穀繍類 (』自臨2

Z叫(げ7)1 1 12l!2!1l2l|3[llf1:l 

畜産敵酬一食餅叫料糊品 (イ 3 | l (l l l | 3 1 3 [ 2 l 3 [ | i i 
ヰ(5)11l1141 li 31Il li:2525↓ 

一 品川 11211l 11211112114 

品川 311 1121 1 11 1 1 311 312l;:T1 

5li 9 1 3 

311 31 1 11 

5.40.10.15現在

小売物価比較表

40 
十
日
六一一

一共L 

']0 

I
l
l
・ハ
υ

d

池
f
d
d

d
L
L
K
¥
?
 

事

よ土ァペ

ぷ云

10円高
1 ~\円安
2円安

46円安

80円高

9円安
1円安
7円高

l円安
80円安

5円高
411円高
85円高
20円安

10円高

10円安

57刊安

30円安
5円高
l円高
2同高

68円安

備1l1J 

日替

味

好

種

菓

5局

先
手
必
勝
成
人
病

そ
の
ん
維
の

気清詩人/
た ¥ー一一ソ/門¥

釘土手ぷ

小

売

物

価

を

比

較

最
近
、
当
町
商
居
の
小
売
価
格
が
一
声
が
、
「
少
し
で
も
安
く
買
い
た
い
」

他
市
商
居
街
に
比
較
し
て
、
小
売
何
格
と
い
う
消
費
者
の
気
持
に
多
く
反
映
し

が
高
い
と
の
消
費
者
の
声
が
多
く
、
他
て
、
概
念
的
に
「
当
町
の
商
品
は
高
い
」

都
市
に
四
十
五

I
五
十
%
の
消
費
流
失

F

と
の
声
に
な
っ
て
現
わ
れ
た
よ
ラ
で
す

が
あ
る
と
い
わ
れ
ま
す
の
で
、
商
活
環
し
か
し
、
そ
う
し
た
心
理
的
な
面
も

興
対
策
の
一
環
と
し
て
、
日
常
生
活
に
た
し
か
に
あ
る
よ

5
で
す
が
、
と
の
調

お
い
て
、
重
要
な
ワ
エ
イ
卜
を
占
め
人
査
は
、
大
衆
商
品
が
対
象
て
こ
れ
に

商
品
、
百
品
目
に
つ
い
て
調
査
し
、
証
よ
っ
て
、
す
べ
て
の
物
価
比
較
に
は
な

山
市
、
大
州
市
、
そ
れ
に
八
幡
浜
市
よ
り
ま
せ
ん
が
、
消
費
者
の
声
は
、
決
に

比

較

し

ま

し

た

。

一

て

心

理

的

な

も

の

だ

け

で

は

な

い

事

例

こ
の
結
果
、
別
表
の
よ
う
に
、
大
付
が
多
く
、
商
庖
側
と
し
て
も
、
大
い
に

小
異
で
、
ほ
と
ん
ど
大
差
な
く
、
他
市
反
省
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
し
、
今

市
に
比
較
し
て
、
か
な
り
安
い
も
の
干
後
は
、
共
同
仕
入
な
ど
研
充
し
、
よ
い

か
な
り
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
立
品
を
少
し
で
も
安
く
売
る
よ
う
心
が
け

と
こ
ろ
で
、
当
商
自
の
「
小
売
儒
ま
し
ょ
う
。

が
高
い
」
と
の
消
費
者
の
声
が
あ
あ

は
、
他
都
市
商
底
街
の
特
価
的
な
、
安

価
な
品
ゃ
、
一
部
の
安
い
品
を
買
走

高
高
安
安
安
安
安

男子メリヤスνャツ 80円

9 5 
6 ポプリン 30円

才、 lレ地 日円
男子ワイシャツ 205円
婦人クツ下 164円円
毛糸 口4

2 繊維品(17)

~ 

113円安
44円安
2円安

lllU円高
2.500円安

4円安
887岡安

148円高
8円高

2l~ 円安
8~O円安
120円安

1 1 llM 

HIlf?? 

川
」

1
7一パー

料 (5)1 1 
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品 (5)
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と
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寅

(四)

J つ

た
牧
綿
貫
績

納
税
の
向
上
を
め
ざ
し
、
収
納
を
区

長
が
取
ま
と
め
て
行
う
こ
と
に
な
っ
て

か
ら
十
年
、
そ
の
労
苦
が
実
っ
て
、
昭

和
三
十
九
年
度
決
算
で
は
、
九
十
九
・

七
九
Mm
の
徴
収
の
実
績
が
あ
が
り

町
内
全
区
(
百
五
十
一
地
区
)
が
完
納

と
な
り
ま
し
た
の
で
、
税
務
課
で
は

去
る
十
二
月
十
五
日
体
育
館
で
、
区
長

会
役
員
会
を
開
き
、
各
地
区
ご
と
に
感

ま

， ， 
1!'J:. カま

歩
佐
官
7
@

?主平成，皇主

2長
歩
く
・
・
・
と
い
う

こ
と
は
、
腕
を
振
り

あ
し
を
前
に
出
す
こ

と
で
、
な
ん
の
へ
ん

て
つ
も
な
い
こ
と
の

よ
う
で
す
が
、
実
は

か
ら
だ
の
大
部
分
を

動
か
す
り
っ
ぽ
な
全

身
運
動
な
の
で
す
。

こ
れ
を
少
し
専
門

的
に
見
ま
す
と
、
筋

肉
の
お
よ
そ
七
十
Mm

が
運
動
し
、
血
の
め

ぐ
り
が
よ
く
な
り
、

新
陳
代
謝
が
盛
ん
に

な
り
ま
す
か
ら
、
脳

や
内
臓
の
働
き
が
活

発
に
な
っ
て
、
気
分

は
晴
れ
晴
れ
と
な
る

し
、
か
ら
だ
に
は
ス

タ
ミ
ナ
が
つ
き
、
適 区

長
に
感
謝
状
贈
呈

謝
状
を
贈
り
、
納
税
意
欲
と
区
長
の
責

務
遂
行
の
努
力
を
称
え
ま
し
た
。

ま
た
、
長
浜
地
区
宮
本
支
部
長
か
ら

謝
辞
が
あ
り
、
明
関
会
長
か
ら
は
、
全

区
を
代
表
し
て
、
「
今
後
も
、
こ
の
成

績
が
持
続
で
き
る
よ
う
一
丸
と
な
っ
て

協
力
い
た
し
ま
す
」
と
、
力
強
い
誓
い

の
こ
と
ば
が
述
べ
ら
れ
閉
会
し
ま
し
た

応
力
を
増
し
ま
す
。

さ
ら
に
副
じ
ん
皮
質
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌

が
盛
ん
に
な
り
ま
す
か
ら
、
か
ら
だ
全

体
を
美
し
く
若
返
ら
せ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
歩
く
こ
と
は
健
康
を

保
つ
上
に
き
わ
め
て
た
い
せ
つ
な
こ
と

で
あ
り
、
誰
に
で
も
で
き
る
手
軽
な
運

動
な
の
で
す
が
、
文
化
が
進
み
、
生
活

様
式
が
近
代
化
す
る
に
つ
れ
て
、
わ
れ

わ
れ
の
歩
く
機
会
は
し
だ
い
に
少
な
く

な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

こ
と
に
、
お
と
な
は
老
佑
現
象
を
防

が
な
げ
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
に
、
比
較

的
歩
く
こ
と
が
少
な
い
よ
う
で
す
。

そ
こ
で
、
愛
媛
県
で
は
「
依
力
つ
く

り
愛
媛
県
民
協
議
会
」
の
提
唱
で
、
が

歩
け
歩
け
運
動
占
を
お
し
す
す
め
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

皆
さ
ん
、
歩
く
こ
と
は
ど
こ
で
も
で

ぎ
ま
す
。
ひ
と
り
で
も
、
お
お
ぜ
い
で

で
も
で
を
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
し
た
用
た

こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
当
選
者
も
よ
く
な
い

の
で
す
が
、
一
方
、
有
権
者
の
ほ
う

で
も
「
ゃ
れ
寄
付
だ
」
、
「
ゃ
れ
何

ん
だ
」
と
か
い
っ
て
、
頼
み
す
ぎ
る

こ
と
も
少
な
く
な
い
よ
う
で
す
。当

選
し

I
l
l
i
-
-
1
1

た
人
に
は

E

f

j

)

公
約
を
守

y
u

岡
山
下
(
ら
せ
る
よ

う
に
し
ま

し
ょ
う
。

そ
れ
と
同
時
に
、
当
選
し
た
人
が
、

有
権
者
の
代
表
と
し
て
、
よ
い
仕
事

が
で
き
よ
う
に
適
当
な
協
力
を
い
た

し
ま
し
ょ
う
。

私
た
ち
が
選
ん
だ
人
が
、
ほ
ん
と

う
に
私
た
ち
の
代
表
と
し
て
の
仕
事

を
し
て
い
る
か
ど
う
か
、
い
つ
も
み

て
い
る
必
要
が
あ
る
わ
け
で
す
。

け
れ
ど
も
、
代
表
が
、
ほ
ん
と
う

に
仕
事
ら
し
い
仕
事
を
す
る
た
め
に

は
私
た
ち

が
「
無
理

l
i
-
-
I
l
l
i
-
-

な

こ

と

を

令

1

3

}

摂
ま
な
い
時
之

」
こ
と
も

大
切
で
す

立
候
補
し
た
と
き
、
有
権
者
の
気

を
引
く
こ
と
ば
か
り
考
え
て
、
何
ん

一
で
も
ひ
き
受
け
た
候
補
者
が
、
当
選

一
し
て
し
ま
う
と
、
何
ん
に
も
引
き
受

一
け
な
か
っ
た
よ
う
な
顔
を
し
て
い
る

(毎月 1回発行)

し
に
は
歩
い
て
い
を
ま
し
ょ
う
。

職
場
や
学
校
へ
も
歩
い
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
お
休
み
に
は
み
ん
な
で
ハ
イ
キ
ン

グ
に
出
か
け
ま
し
ょ
う
。

毎
日
二
十
分
か
三
十
分
く
ら
い
は
歩

く
時
間
を
つ
く
っ
て
、
少
し
汗
ば
む
程

度
の
運
動
を
し
ま
し
ょ
う
。

そ
れ
か
ら
、
せ
っ
か
く
歩
く
以
上
は

正
し
い
歩
ぎ
か
た
を
し
た
い
も
の
で
す

正
し
い
歩
品
ぜ
か
た
は
、
頭
を
お
こ
し
て

背
を
の
ほ
し
、
日
は
ま
っ
す
ぐ
前
を
見

て
、
経
く
胸
を
張
り
、
膝
は
曲
が
ら
な

い
よ
う
に
、
両
足
を
辺
行
に
進
め
る
こ

と
で
す
。

か
し
あ
わ
せ
は
歩
く
こ
と
か
ら
。
そ

う
で
す
、
し
っ
か
り
歩
い
て
り
っ
ぽ
な

心
と
か
ら
だ
を
つ
く
り
し
よ
う
。

自
分
の
か
ら
だ
を
愛
し
ま
し
ょ
う

い
ま
あ
な
た
が
左
に
か
か
げ
た
、
テ

ス
ト
を
や
っ
て
見
て
、
そ
の
ど
れ
か
が

標
準
に
達
し
て
い
な
と
ぎ
は
、
い
ま
ま

で
の
生
活
の
中
に
、
「
か
ら
だ
を
き
た

え
る
と
い
う
要
素
が
欠
け
て
い
た
」
と

み
て
ま
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
。

か
ら
だ
を
き
た
え
る
|
|
1
つ
ま
り
休

育
と
い
う
も
の
は
、
私
た
ち
が
生
れ
て

体
を
動
か
し
始
め
て
か
ら
老
衰
し
て
自

分
で
か
ら
だ
を
動
か
せ
な
く
な
る
ま
で

い
つ
も
毎
日
の
生
活
の
中
に
と
り
入
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
す
。

そ
こ
で
、
す
べ
て
の
人
が
自
分
自
身
の

た
め
に
、
ど
の
よ
う
に
し
て
休
育
を
生

活
に
と
り
入
れ
て
い
く
か
、
考
え
て
み

ズ)'1，十三宅をす〈えま Lιう
、， 

どのくらいまがりますか

て
く
だ
さ
い
。
人
に
よ
っ
て
は
、
何
か

の
病
気
が
あ
っ
て
、
激
し
い
体
育
を
行

う
と
、
よ
け
い
健
康
に
害
と
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
点
も
考
え
て
く
だ

さ
い
。自

分
自
身
の
体
育
計
画
を
た
て
る
と

き
は
、
そ
の
前
に
、
医
師
の
健
康
検
査

を
受
け
て
、
体
育
を
行
っ
て
さ
し
っ
か

え
な
い
か
、
ま
た
、
ど
の
程
度
の
も
の

が
適
当
す
る
か
を
確
か
め
ま
し
ょ
う
。

と
こ
ろ
で
テ
ス
ト
の
結
果
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
?
私
た
ち
の
か
ら
だ
は

動
か
さ
な
い
で
い
る
と
、
し
だ
い
に
お

と
ろ
え
て
き
ま
す
。

と
き
ど
を
テ
ス
ト
を
し
て
、
自
分
の

い

γL4
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卜
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F
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閉
刀
か
υス

じ
ゅ
う
軟
性 立位

{本前回

し
ゅ
ん
発
力

J 

か
ら
だ
を
た
し
か
め
、
積
極
的
な
体
力

つ
く
り
を
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

私
た
ち
の
運
動
能
力
は
、
個
人
の
努

力
に
よ
っ
て
、
ま
だ
/
¥
伸
び
る
こ
と

は
疑
い
あ
り
ま
せ
ん
。

(
表
中
の
数
価
は
、
あ
る
グ
ル
ー
プ
を

測
定
し
た
結
果
〔
平
均
価
〕
で
す
。
)

品
田
知
根

wv
配
給
米
の
価
格
が

変

り

ま

し

た

一
月
一
日
か
ら
、
配
給
米
の
小
売
価

格
が
変
り
ま
し
た
。
(
価
格
は
十
キ
ロ

グ
ラ
ム
あ
た
り
で
す
)

上

米

一

、

二

一

一

九

円

並

み

米

一

、

一

七

五

円

徳

用

米

九

七

O
円

普

通

外

米

八

O
O円

V
転
入
転
出
の
手
続
き

一
月
か
ら
、
五
月
に
か
け
て
、
入
学

就
職
な
ど
で
、
他
の
市
町
村
へ
転
出
さ

どのくらいつつきますか

「 -7-L
¥'参考) 30オ代 40寸代 50才代

19 f'l; 

21千世

33干合

26 干'~'

35平世

36干レ
子

子

リJ

i王

7乙r\llf~t

PI'J日良片足5L"f:7 

合
川平

衡
性

守
d ー

れ
る
方
が
多
く
な
り
ま
す
が
、
そ
の
と

き
に
は
、
っ

F
の
こ
と
を
知
っ
て
い
ら

っ
し
ゃ
る
と
便
利
で
す
。

屈の際、持参するものは

印鑑
転出証明害
米穀恩購入通帳(消費及び転落世帯)
国民健康保険被保険者証

(加入している世帯〉
国民年金手帳(資格所持者)
国民年金証書(証害所持者)

①
①
③
④
 

一一一一一!旦二三! 届出期間

転入した日か

ら14日以内

転入居『乙

転入するとき

町当

マ

納

め

忘

れ

た

国
民
年
金
保
険
料

印銃
殻類購入通帳(消費及び転落世帯〕
国民健康保険者証(加入世帯)
転出証明書交付手数料 50円

⑤
ゆ
一
①
ゆ
市
④

転出のl察

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
人
は
保

険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が

そ
の
保
険
料
は
、
皆
さ
ん
が
と
し
を
と

っ
た
り
、
け
が
を
さ
れ
た
り
し
た
と

S

に
、
老
令
年
金
や
障
害
年
金
、
母
子
年

金
な
ど
を
お
支
払
い
す
る
た
め
の
財
源

と
し
て
積
立
て
ら
れ
る
も
の
で
す
。

こ
の
保
険
料
の
納
め
か
た
は
、
国
民

年
金
手
帳
の
検
認
台
紙
に
、
町
長
か
ら

買
っ
た
国
民
年
金
印
紙
を
は
り
・
そ
れ

に
町
長
の
検
認
を
受
け
る
と
い
う
仕
組

み
が
と
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
皆
さ
ん

ご
存
知
の
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
の
よ
う

に
国
民
年
金
手
帳
に
国
民
年
金
印
紙
を

は
っ
て
、
そ
れ
に
検
認
を
受
け
る
こ
と

に
よ
っ
て
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で

ぎ
る
の
は
、
こ
と
し
三
月
分
ま
で
の
保

険
料
を
四
月
三
十
日
ま
で
に
納
め
る
場

合
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
期
間
内

で
す
と
町
の
窓
口
の
ほ
か
各
連
絡
所
な

ど
で
保
険
料
の
と
り
ま
と
め
を
扱
っ
て

い
ま
す
か
ら
保
険
料
を
納
め
る
の
に
大

かい

転出届他の市町村に

転出するとき
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ぶ

り

に

驚

い

て

い

ま

し

た

。

一

，
イ
ム
淵
州
附
柳
川

W

W

4

0

二
月
で
い
ち
ば
ん
こ
わ
い
の
は

一

本

ふ

編

集

室

戸

火

災

で

す

。

空

気

が

異

常

に

乾

燥

し

一

ん

m
J
J
4
.
‘，

E

(

て
お
り
、
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
か

U

吋

ミ

ら

た

い

へ

ん

な

火

災

に

な

り

ま

す

。

~

目
。
平
和
な
、
一
九
六
六
年
が
ス
タ
火
の
元
は
だ
い
じ
よ
う
ぶ
で
し
ょ
一

山

l
ト

し

ま

し

た

。

う

か

。

タ

パ

ゴ

の

火

、

こ

た

つ

の

火

山

叩
戦
後
二
十
一
年
目
の
春
で
す
。
町
ふ
ろ
場
の
火
を
も
う
一
度
確
か
め
ま
一

い

ゆ

く

娘

さ

ん

は

、

す

っ

か

り

、

お

し

し

よ

う

。

ん

叫

ゃ

れ

に

な

り

ま

し

た

。

プ

ロ

パ

ジ

ガ

ス

、

石

油

コ

ン

ロ

の

叩

一
終
戦
当
時
は
、
今
日
の
よ
う
な
お
せ
ん
は
し
ま
っ
て
い
ま
す
か
?
一

川
し
ゃ
れ
姿
は
、
見
よ
う
に
も
見
る
こ
一
に
も
、
こ
に
も
火
の
用
心
。
二
…

一
と
は
で
き
な
か
っ
た
も
の
で
す
。
月
は
い
ち
ば
ん
火
災
の
多
い
月
で
す
一

い
お
し
ゃ
れ
が
で
ぎ
る
と
い
う
こ
と
家
族
全
員
が
、
近
所
同
志
が
、
町
の
ム

ん
は
平
和
の
託
拠
と
も
い
え
ま
す
。
人
全
部
が
力
を
合
せ
て
、
火
災
を
お
一

一
八
V

町
内
の
各
地
に
、
街
灯
が
ふ
え
こ
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
っ

V

〈
ま
し
た
。
昼
は
、
何
も
気
が
つ
ぎ
ま
〈
V

町
内
の
各
地
区
で
、
ダ
ン
ス
パ

V

~
せ
ん
が
、
夜
と
も
な
れ
ば
、
町
内
各

1
テ
ー
が
盛
ん
に
催
さ
れ
で
い
ま
す
門

川
地
の
街
灯
が
一
斉
に
と
も
り
ま
す
。
ダ

γ
ス
は
、
大
体
、
十
年
目
ご
と
一

九

正

に

平

和

郷

を

感

じ

さ

せ

ま

す

。

に

流

行

す

る

そ

う

で

す

。

~

ん

O

E
月
に
、
東
京
か
ら
三
年
ぶ
り
そ
う
い
え
ば
、
一
九
五
六
年
頃
も

γ

刊
に
帰
っ
て
き
た
娘
さ
ん
が
、
驚
い
て
大
変
流
行
し
た
も
の
で
し
た
。
ち
ょ
一

円

い

ま

し

た

。

う

ど

今

年

は

、

十

年

目

に

あ

た

り

ま

~

川
何
ん
で
驚
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
か
す
。
今
年
当
り
は
最
高
潮
に
な
り
そ
一

ザ

そ

れ

は

、

「

長

浜

町

が

、

道

路

網

の

う

で

す

一

山
発
達
で
、
色
が
塗
り
か
え
ら
れ
て
い
〈
〉
新
し
い
年
を
迎
え
て
、
今
年
も
ん

叫

る

か

ら

で

す

。

ブ

レ

ツ

γ
ユ
な
一
広
報
な
が
は
ま
」
吋

叩
夜
、
ハ
イ
ヤ
ー
で
帰
っ
て
見
る
と
の
編
集
に
あ
た
っ
て
、
広
報
紙
の
役
〈

h

「
三
年
前
の
道
が
な
く
、
自
宅
の
見
割
を
果
し
て
ゆ
き
た
い
と
存
じ
ま
す

V

}
当
が
つ
か
な
か
っ
た
」
と
い
ラ
こ
と
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を
、
ど
し
ど
一

~

で

す

。

し

お

寄

せ

く

だ

さ

い

。

一

へ
当
町
に
お
け
る
、
道
路
網
の
発
達

v
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変
便
利
で
す
。

も
し
、
五
月
一
日
以
後
に
、
約
一
ょ

う
と
し
ま
す
と
、
社
会
保
険
事
務
山
の

窓
口
に
直
接
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ふ
]

ん
。
ま
た
、
何
か
月
分
も
た
ま
っ
一
し

ま
い
ま
す
と
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
4

い

額
も
ま
と
ま
っ
て
約
め
に
く
く
な
与
申

す。
ま
た
、
保
険
料
を
納
め
忘
れ
て
に
~

り
、
遅
れ
て
納
め
吃
り
し
ま
す
と
、
た

ま
た
ま
思
わ
ぬ
事
故
に
あ
っ
て
、

b
寸

障
害
年
金
や
母
子
年
金
な
ど
の
給
付
ゼ

受
け
よ
う
と
し
た
と
さ
に
.
受
け
ら
れ

な
い
場
合
も
生
じ
ま
す
。

四
月
三
十
日
ま
で
、
あ
ま
り
期
間
も

あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
国
民
年
金
苧
帳
ι

も
う
一
度
調
べ
て
、
納
め
忘
れ
が
な
、

か
ど
う
か
を
確
か
め
て
下
さ
い
。

そ
し
て
、
納
め
忘
れ
が
あ
り
ま
し
九

ら
、
少
な
く
と
も
四
月
三
十
日
主
で
同

納
め
ま
し
ょ
う
。

マ
受
信
料
は
前
納
さ
れ

る
と
お
と
く
で
す

N
H
K
の
受
信
料
の
お
支
払
い
に
は

前
納
制
度
を
ご
利
用
な
さ
る
と
お
と
く

で
す
。A

コ
ー
ス
(
一
年
払
い
)
で
は

支
払
額
一
二
、
九
六

O
円
の
と
こ
ろ

を
三
、
六
三
一

O
円
に
割
引
か
れ

ま
す
。

B
コ
!
ス
(
半
年
払
い
)
で
は

支
払
額
て
九
八

O
円
の
と
こ
ろ

を
一
、
八
二

O
円
に
割
引
か
れ

ま
す
。

ま
た
、
一
度
の
手
続
で
、
銀
行
が
お

宅
の
預
金
か
ら
受
信
料
を
、
日
動
的
に

支
払
っ
て
く
れ
ま
す
。

な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は
、
松
山
市

堀
之
内
、
松
山
放
送
局
N
H
K
相
談
京

か
、
お
近
く
の
銀
行
で
、
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

v 、

× 

× 

竜'
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